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「直噴ガソリンエンジンにおける
PM生成詳細モデル構築」

最 終 目 標

“ガソリンサロゲート燃料”および一般的なバーナでは実現が難しい“無酸素下プール燃焼”条件で
のモデル 改善と検証が不十分

1. 既存ベースモデル（図1）の
すす粒子核生成速度、表面
成長速度を最適化。モデルを
改善

図3 無酸素も含む多くの条件でのTRF燃料すす生成徹底検証
（●実験値、赤線：SIP詳細モデル、グレー線：既存モデル）

HINOCAに搭載する最終的なPMモデルを提示する

HINOCA（＆ 汎用CFDソフト）でのPM計算時間短縮のためのモデルの簡略化
そのためのモデル中の化学種数の削減 → 目標： 化学種数1／2～1／3

Cross-ministerial Strategic Innovation Promotion Program: SIP「革新的燃焼技術」公開シンポジウム＠東京大学 安田講堂 2019年1月28日

達 成 内 容

研究開発の内容

最 終 目 標

SIP後の展開，発展性

実 施 課 題

4～7環PAH：８種類
炭素数24まで考慮

粒子計算(モーメント法）

• １次粒子数
• 平均粒径
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ガソリンサロゲート
詳細反応機構

核生成速度と表面反応速度の最適化
オリジナルRaj.et.al.(2012)

得られる計算値

詳細PMモデル → 化学種数：233 反応数：1375

C=24

図1 すす生成過程と詳細PMモデルの概要
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反応温度（横軸、1500～2500K）

2. ガソリンサロゲート燃料（TRF燃料、図2）を用
いた衝撃波管実験値でモデルを徹底検証。

3. 改善モデルは無酸素/熱分解のすす生成も含め
て、概ね実験値と一致（図3赤線）→既存モデ
ルを大幅改善し、HINOCAに提示した（図3）

4. 化学種数233、反応数1375の詳細PMモデル

RYUCA：SIP詳細PMモデル

① 機能：プール燃焼を伴うPM計算（一次粒子
数、平均粒径）

② 実施内容：複雑大規模モデル中の不確定因
子（核形成、表面成長）を抽出して最適化

③ 優位性：衝撃波管を用いたTRF燃料の独自
のすす生成データベースによる徹底検証におい
てリード

図2 PM用ガソリンサロゲート燃料（TRF*燃
料）の採用 - 実験用とCFD計算用 -

*Toluene Reference Fuel
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